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　Niuhuang 　Qingxin　Wan （牛 黄 清心 丸 ）is　 a 　Chinese　 patent　 medicine ，　 which 　 is　 used 　 for
apop 且exy 　in　China，　Korea　and 　Japan ．　 In　the　future，　 the　demand　for　the　drug　is　likely　to
increase，　 as　the　number 　of　aged 　people　increases．　 This　medicine 　is　in　the　 form 　 of　 large
pi且1s　censisting 　of　honey　and 　about 　30　kinds　of 　powdered 　crude 　drugs．　In　China，　 several

prescriptions　have　been　used ，　 some 　of 　which 　are 　known 　a且so 　in　Japan。　 In　this　paper，　 we

examined 　a　 sample 　 of 　 the　 medicine 　 obtained 　 in　 Japan　 under 且ight　 microscope ，　 and

identified　24　crude 　drugs　and 　a　pi  e　of 　gold　leaf　in　it，
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　中成薬の 顕微鑑定研究の
一
環と して

， 前報
1）

で は 中国の 南京市場品 の 牛黄上清九に つ い て 述べ た． こ の 中 成 薬 は

19種類 の 粉末生薬 を 配合 した 大 蜜丸 で あ り， 顕微鏡下 に す べ て の 配合生薬を確認 で きた
D ． こ の 報告で 述べ る牛黄清

心丸 は 中国，韓国 お よび 日本 で ， 高血 圧 に と もな う諸症 状に 広 く用い られ て い る．今後，こ の 種 の 薬物の 需要 も増す

もの と考え られ る
m ．

　こ の 薬物は中国で は ， 同名の 薬物 に 多種類 の 処方内容が発表され て お り
2a），日本 で もい くつ か の 処方が発表され て

い る
2b 】．そ の うち で も，今 回 は 日本 で 多 く流 通 して い る局方 牛黄 清心 丸 3） と 称 され る もの の 試作品 に つ い て 研究を行

っ た．

　本研究 の 実施 に あた り，試料の 堤供を うけ た 日本製薬工 業 株式会 社 に 感 謝 す る ．

実験材料 と 方法

　 1．　 市場品，牛黄清心 丸

　局方牛 黄 清 心 丸
3，

の 処 方 に 近 い 市場 品 と し て 日 本国内で 入 手 し た もの を 試 料 と した （1985．7）．以下の 生薬を粉末 に

して 大蜜丸 と した も の で あ る．試料 と し た 大蜜丸 は 重 さ 3．　38g，直径 1．77　cm で あ っ た ．こ の 大蜜丸が 直径 26．5

mm ，高 さ 30．4   の 円筒形 で 翻 な プ ラ ス チ
ッ

ク 製 の 醐 こ収め られ て い る．

　処方 ： 牛黄 30．Omg ； 麝香 5．Omg ； 人参 160．Omg ； 羚羊角 215．Omg ； 甘草 320．Omg ； 茯苓 84．Omg ； 川筥

180．Omg ； 桔梗 80．　O　mg ； 柴胡 80．　Omg ； 山薬 450．　Omg ； 蒲黄 160．　Omg ； 神麹 160．　Omg ； 桂皮 130．Omg ； 大 豆

黄巻 130・　0　mg ； 阿膠 130・　0　mg ； 芍薬 110・Omg ； 麦門冬 110．　O　mg ； 黄苓 110．　O　mg ； 当帰 110．　O　mg ； 防風 120．　O
mg ； 白朮 110．　O　mg ； 白Wa　46．　O　mg ｝ 生姜 46．　O　mg ； 大 棗 150・Omg ； 金箔 3．　O　mg ； 竜脳 90・　0　mg ； 蜂 蜜 215・　0　m9 ．
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　2． 観察の方法

　観察は 前報
1）

と同 様 の 方法 を 用 い た．試作品を 製造す る 際に は 国内に 流 通 して い る粉末生薬を 用 い た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 観　察　結　果

　 1． 牛黄

　顆粒状物の 塊．鮮や か な赤褐 色〜黄 褐 色 の 不 定 形 の 塊 で ， 集合 す る と赤褐色 ， 少 量 だ と黄 褐色に 見 え る．長径 （70−

121−150）μm ，短径 （50−81−140）μm ．

　 2． 麝香

　穎粒状物の塊．長 径 （90−181−300）μm
， 短径 （60−117−180）μm の 不定形 の 分泌物の 塊．この 塊は 黄褐色〜褐色の 顆

粒状物 よ りな り，通 例 1 個，まれに 2個 の 単 晶 が 包埋 あ る い は 散在 して い る，

　 3． 人 参

　シ ュ ウ 酸カル シ ウ ム の 集晶．直径 （25−37−55）μm で 、鋭尖頭 の 結晶が 集合 し た 形 に な っ て い る ．

　 4． 羚羊角

　角の 破片．淡灰 色〜淡黄自色．わずか に 透明で や や光沢があ る．表面が多少顆粒状で 線形〜長楕円形の 裂け 目が全

体に 縦向きに 平行に 配列 して お り，長 径 （200−253−300）pm ，短径 （70−110−160）ptm．

　 5． 甘草

　結晶細胞列．繊維 は 束状で 無色〜淡黄色，先端は 漸尖．直径 （10−13−15）μm で 細 くて 長 い ．多 くは 途中 で 破砕 さ

れ て ， 長 さ （170−235−300）μm ・細胞壁 は きオっ め て 厚 く ， 細胞の 内腔 は 線形 で ある．膜孔 は 不 明 瞭．繊維束の 周 囲 に は

薄壁 長方形 の 小型柔細胞 が 繊維 に 沿 っ て 配列 し， まれ に その 細胞壁は 肥厚 して い る ．そ の 細胞中｝こ や や 偏平な単晶を

含み 結晶細胞列をな し て い る．結晶 は 長径 （14−17−22）μm ，短径 （6−7．5−10）μm で あ る．

　6． 茯苓

　不 規則な 類円形 の 顆粒状団塊あ る い は 分枝状の 団塊．無色〜淡黄色の 多糖体 の 団塊で ある．顆粒状団 塊 の 表面 に は，

網状 の 紋様が認 め られ る もの もあ る．

　7． 川穹

　網紋を伴うらせん紋道管．道管 の 直径 の 害1」に は らせ ん 紋様 が 粗で あ る．無 色で ， 直径 （15−19−25）μm ．； 類円形 の集

品．無色あ るい は 褐色 の 長形の 柔細胞中に ，類 円形あ る い は 円形 の 集晶が数個配列す る．結晶は 直径 （15−23）μm ・

　＆ 　桔梗

　乳管．と こ ろ ど こ ろ で 連絡 し合 っ て 網 目状 を呈 す る．管内に 無色〜
淡黄 色 の 微細 な 顆粒状物お よび 油滴があ る．

　9． 柴胡

　木部繊維．淡黄色．多 くは 束を な し，長 さ （260−286−300）μm ，直径 （10−13−18）μm ，細胞壁 は 肥 厚 し 厚 さ （2−4−

7）μm で 多数 の 孔紋が存在す る．； 油道．そ の なか に 褐色で 長径 （110−158−240）μm ，短径 （10−17−20）μm の 極状 の

分 泌 物 の 塊 が 入 っ て い る．

　10． 山薬

　束針晶．長 さ （130−193−270）μm ，短径 （55−86−120）μm の 丸み を 帯 び た 長方形 の 粘液細胞中に 直径 （2−3−4）μ叫

長 さ （110−139−200）μm の 先端の や や尖 っ た 針晶が 束 に な っ て 存在 して い る．

　1L 　 蒲黄

　花粉粒．直径 （22−24−27）pm の 球形〜類球形 で ， 潰れて い る もの もあ る．黄色〜淡黄色で 表面に は 網状の 紋様を認

め る．発芽孔は 1個 で あ る．

　12． 神麹

　小 麦 果 皮 の毛．無 色 〜淡黄色〜褐色 の 毛 が 見られ る ，長 さ （120−223−300）μm ，直径 （12−19−26）μm ．； 小麦の 果皮

表皮細胞 無色 また は 淡褐色 の 長方形の 細胞 で壁 が 結節状に 肥厚して い る ； 小麦の胚乳細胞．無色〜淡黄色の 顆粒状

物を含む類円形 の 細胞 で ，壁 は 厚 く無色 杏仁 の 石細胞．種皮 の 表面 に 存在す る 淡黄 色〜
淡燈色の 石 細胞．底 の 部分

は 丸 味 の あ る長 方 形 で あ り，膜孔が 多 く明瞭で あるが層紋は 不 明瞭で ある．外側 の 部分 の 壁 は大 きく膨出 し て い て 膜

孔 を 認 め が た い が 層紋は 明瞭 で あ る．高さ （40−61−80）μm ，幅 （40−61−73）μm ．

　13． 桂皮

　繊維 細長い 紡錘形 で ， 通 例単独に 存在す る．しぼ し繊維 の 先端が 破砕 され て お り，破砕 さ れた もの の 長 さ も含め

て ， 長 さ約 300 μm ，直径 （22−−27−37）μm ， 細胞の 内腔 は 線形で 繊維 の まわ りに 黄色〜褐色 の 樹脂状物が付着 して い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（106）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 幽

　　　　　　　　　　　Fig，　L　牛 黄清心 丸 に 配 合 され た粉末生薬

1： 牛黄 （顆粒状物の 塊）， 2： 麝香 （顆粒状物 の 塊），3 ： 人参 （a，b，c ： 集晶）， 4： 羚羊角 （角
の 破片）， 5： 甘 草 （結晶細胞列 ），6： 茯苓 （a ； 顆粒状団塊，

b
，
c ： 分枝状団塊），7； 川菖 （a ：

道管，
b ： 集晶），8： 桔梗 （乳管），9： 柴胡 （a ： 木部繊維，　 b ： 油道）， 10： 山薬 （束針晶），

11： 蒲黄 （花粉粒），12： 神麹 （a ： 小麦果皮 の 毛 ， b： 小麦 の 果皮表皮細胞，　 c ： 小麦 の 胚乳細

胞，d
，
e ： 杏仁の 石細胞）

る た め ， 黄褐色に 見 え る ．

14． 大豆黄巻

支持細胞 種皮 の 内側に 存在す る鼓形 の 細 胞 か らな り，通例単独 に 存在す る．無色〜淡黄色．

15． 阿 膠

（107）
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　　　　 ユ4C

蟹
ユ7b

幽

　　　　　　　　　　　Fig．2． 牛黄清心 丸に配合され た粉末生薬

13： 桂皮 （繊維）， 14： 大豆黄巻 （a，b，c，d ： 種皮の 支持細胞），　 15： 阿膠 （不定形 の 角形 の

塊）， 16： 苟薬 （a ： 道管，b： 結晶細胞列）， 17： 麦門冬 （a ； 石細胞 ，
　 b

，
c，d： 束針晶）， 18：

黄苓 （じ ん皮繊維），19： 当帰 （紡錘形 の 皮部柔細胞）， 20： 防風 （a ，
b： 石細胞 ，

　 c ： 油道），

21： 白朮 （a，b： 針晶）， 22： 白蔽 （石細胞）， 23： 生 姜 （a ： 繊維，　 b ： 樹脂細胞）， 24： 大棗

（a ： 外果皮，b： 石細胞），25 ： 金箔．

　不定形 の角形 の塊．無 色〜淡黄色．塊 の 大 きさは ，（85−・IS3−300）ym × （50−125−300）μm ・

　16． 芍薬

　鋭尖頭の 孔紋道管．直径 （20−29−40）μm で あ る が ，長 さは （150−228−300）μm で あ る か ，また は しば しば そ の 長 さ

に破砕され て い る．有縁孔紋を有 し， 膜孔は大きく明瞭； 集晶を含む細胞列．結晶は直径 （17−23−30）μm
， 鈍尖頭 よ

（108）
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りな る シ ュ ウ酸 カ ル シ ウ ム の 集晶．長径 （40−63−90）μm ，短径 （20−24−27）μm の 柔細胞が
，
1 個に つ き 1 〜 3個 の 結

晶を 含み ， と きに 柔細胞間隙中に も結晶が 認め られ，列を な して い る．

　 17． 麦門冬

　石細胞．長方形 で 淡黄色．常 に 群を な して い る．膜孔 は 明瞭で あ る．孔紋 は 密 で 扁楕円形を呈す る，長径 （90−125−

180）pm ，短径 （27−34−45）μm ．細胞壁の 厚 さ約 12 μm ．細胞壁 の
一

辺が 著 し く薄 い もの もあ る．多 くは 重な っ て認 め

られ ， 内皮細胞 に 連接 して い る もの もあ る ； 束針晶．長 さ （30〜60）μm の 細い シ ；ウ 酸 カ ル シ ウ ム の 針 晶 が ， 散在

あ る い は 楕円形〜類円形 の 粘液細胞中に 束をな して い る．

　 18． 黄苓

　紡錘形 の じん皮繊維．無 色〜淡黄色．しば しば 柔細胞 を伴い ，単独あるい は 2 〜数個 束 を な して 存在す る．細胞壁

が著 しく肥厚 し膜孔は 明瞭．細胞 の 内腔 は お も に 線形 を 呈す る．層紋を 認め る．長 さ （105−145−175）μm ，幅 （16−

20−30）μm ．

　 19． 当帰

　紡錘形 の皮部柔細胞．柔細胞 の 表面 に は きわ め て 微細 な斜 め の た が い に 交差 した 網状の 紋様が あ る．

　 20． 防風

　石細胞，淡黄色で 長方形 ．長径 （60−98−120）pm ，短径 （35−43−50）μm ．細胞壁が 著 し く不均
一

に 肥厚して い る．

膜孔は 明 瞭．孔紋は 円形〜楕 円 形を 呈 し粗 で あ る ； 油道．こ の な か に 鮮や か な 黄色の 樹脂 の 塊 が 入 っ て い る．樹 脂塊

の 長 さは （20−・126−230）μm で ， 直径 （20−25−4e）μm である．

　21． 白朮

　針晶．無色 の 柔細胞 中 の 油状塊 の な か に
， 細 く小 さ い 針 晶 が散在 し て い る ， 長 さ （10−15−20）μm で あ る．

　22． 白茲

　石細胞 　2 〜数個連接 して お り，多 くは 類円形あ るい は 長円形．淡黄色．層紋 明瞭，膜孔も明瞭．孔紋は 類 円形〜

楕円形を呈 す る．直径 （60−80−110）μm ，短径 （20−32−50）μm ．

　23． 生 姜

　繊維 無色
〜

淡黄色で 繊維 の 壁面に 波状 の 突出が あり，細胞壁 の 厚 さ は 約 3 μm ・孔紋 は 斜め に縫 目状 あ る い は人

字状．細胞の 内腔 は 寛 く大きい．直径 （20−28−35） で ，長 さ （250〜300）μm 程度 に 切断 され て い る ； 樹脂細胞，直径

（90−104−125）μm ，短径 （27−34−60）μm の 類長 円形 を 呈 し赤褐 色 の 分泌 物を 含 む．

　24．　 大棗

　外果皮．多角形か ら楕 円 形，長径 （25−30−40）μm ，内腔 に は 赤褐 色 の 内容 物を 含 む ； 石 綱胞 ．一
般 lc　3 〜 数個連接

して お り多角形で 壁は 無色〜淡黄色 で 層紋は 明瞭 ， 膜孔も明瞭．褐色 の 顆粒状内容物を含む．壁の 肥厚の 不均
一

なも

の もある．長径 （25−41−50）μm ，短径 （20−29−35）μm ．黄色〜褐色の 内容物を含み 厚膜化 して い な い もの もある．

　25．　 金箔

　屈曲した 金 属の砕片．丸 衣 と して 用 い られ た もの で ある．透 過 光 の も とで は 黒褐色 〜赤褐色に 観察 され るが，反 射

光 に よ り屈曲面が 金 色 に 輝 く．

討論および結論

　1．　繊維 ， 結晶 ， 石 細胞 ， 顆粒状物 の 特徴的な形態に つ い て ： 繊維 は 生 姜 と 甘草，黄苓 と桂皮 に み られ る
4），生姜

の 繊維 と甘草 の 繊維 とは ど ち らも無色 で 束状 の 繊維 で あ る が ，生姜の 繊維 の 場合，細胞壁の 厚 さが 約 3μm で あ り，

繊維 の 壁面に 波状の 突出が ある の に 対 して
， 甘草の 繊維 の 場 合 に は 束 を な して お り， 細胞壁 の 厚 さが 約 5 μm で ， 壁

に そ の よ うな突出は 認め られな くて ，結晶細胞列を伴 っ て い る と い う点 で 両者を区別す る こ とが で きる．

　結 晶 は 麦門冬，白朮，山 薬，川 菖，甘草，人参 芍薬 に み られ る．麦門冬 は細 い 束針晶が認 め られ る．白朮に も針

晶が 存在す るが ， 白朮の 場 合 ， 細 か く小 さ い 結晶 が 散在 して い る とい う点 で 区 別 で きる．山薬 に は 太 く長 い 針晶が含

まれ て い る と い う点 で 区別で ぎる．川葛 の 結晶は 類円形 の 集晶な の で 他 と区別 さ れ る．ま た ，甘草 の 結晶細胞列に も

結晶が あ るが ，
こ の 結晶は 偏平 な単晶な の で 両 者 と もそ の 形態の 点か ら他 と区 別 で きる．芍薬と人参は ともに集晶を

含むが ，人参 の 集晶を構成 す る それ ぞれ の 単晶 は 鋭尖頭 で ある の で 区別 で きる．ま た芍薬の 結晶は 柔細胞中，と きに

柔細胞間 隙中に も結 晶 が 認め られ ， 列 を な して 集 晶 が 存在す る と い う点で も区別 で きる．

　石 細胞 は大 棗 ， 白藪 ， 防風 麦門冬 ， 杏仁 に み られ る
4］．大 棗 の 石 細胞 は 褐色 の 顆粒状内容物 を 含む こ とに よ り他

と区別 され る．白藪の 石細胞は 2 〜数個連接 して お り，層紋や膜孔が と もに 明瞭 で あ り，類円形あ る い は 長円形 で あ

（109）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

る．一方 ， 防風 の 場合に は 細壁胞 が 著 し く不 均
一

に 肥厚 して お り，通例 単独 で存在す る こ とが 多い ．麦門冬 と杏仁 の

石細胞は と も｝こ三 辺 が著 し く肥厚 し て い る．麦門冬の 石 細胞の 場合 に は ほ ぼ 長 方 形 を な して お り，膜孔が 明瞭で ある．

他方 ， 杏仁 の 場合に は ，著 し く肥 厚した 細胞壁 の
一

辺 が外側に 丸味を帯び て 膨出 して お り，こ の 部分 に は層紋が発達

して お り， 膜孔を認め がた い．

　顆粒状物か らな る もの に は，牛黄と麝香があ る，牛黄 の 顆粒は鮮 や か な赤褐色〜黄褐色 で あ り， 麝香 の 顆粒は 黄褐

色〜褐色で ある こ とに よ り区別 で きる．

　2． 以上 の 結果を総合す る と こ の 試料す なわ ち 牛黄清心 丸に 処方され て い る とい う27種 類 の 生 薬 の うち，竜 脳 蜂

蜜を除 く24種類 の 粉末生薬な ら び に金箔の 存在を 顕 微鏡下に 確認す る こ とが で きた．

　3．　 こ れらの 結果 を 利用 す れば ，
こ の 処方 に つ い て の 確 認 試 験 と して

一
般の 市場品に つ い て も十分に 利用可能 で あ

り，一
度 こ の 記載を完 成 して お けば簡単な操作 で短時間 で 配合生薬の 確認が可能で あ る こ とを認め た．
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